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Summary

Threecadmium(Cd)-contaminatedsoilsweremedintowoodh･ameswithabout35cmdeplhand39varietiesof
spinachand/orSwisschardweregrownin2007autumnand2008spring,２４varietiesfOreachcroppmg.Cd
contentsmediblepartwereanalyzedbylCPMS.ThreevarietiesofSwissChardshowedthelowestCdconcentra-
tion.AmongspinaChvarieties,theCdconcentrationofthelowestvarietieswasaround５０%compalingwiihthatof
thehighestvarieties,althoughthevarietalorderofCdconcentrationchangedappreciablywhenthegrowing
environmentwasChanged.
Includingretrospectiveanalyticaldataupto684intotal,thevarietaldifferenceofCduptakeinspinachand

SwisschardweresummarizedaJCdindex''±"fluctuation'．.VarietiefMonaLisa",@4Aspire'',"Sunpower",
"Passion'',"Hamburg'',"Sunpiaten","Ihatov'',"Summerstage'､,"Titan","Toukai"showedhigherCdcontent.

SpmachvarietiefSchmeiser'',"Blade'',"Jirou-maFu","Combat'',@6Atlas'､,!6Yamato''andthreevarietiesofSwiss
chardshowedthelowerCdcontentcorrespondingto０.５２timeslowervaluecomparingwiththehighel･tenvariet
o

l e s .

Thosevarietiesshowinghigher$!nuctuation"nke@6Hamburg'',''Actyon","Orion'',etc・maychangetheirCd
uptakeabintywhenihegrowingenvironmentischanged.

９

*NationalAgliculturalResearchCenter



伊藤純雄ら：ホウレンソウ類のカドミウム吸収 1３

となった．また,Cd濃度が低いとされた，フダンソ
ウ，豊葉，やまと，アトランタ，次郎丸，プラI、
ン，オラクル，パルク，アトラスはこの取りまとめ
においても｢Cd指数｣が低い．佐野ら6)は、Cd濃度が
高い品種としてジョーカー，パレード，イーハトー
ブを，低い品種として，おてもやん，ソロモン，
リードをあげているが，表14の値と矛盾しない結果
である．
c)｢Cd指数｣と比較して，「ゆらぎ｣が大きくてCd濃
度が条件によって変動するとみられる品種(ハンブル

グ，アクティオン，オリオンなど)がある．このよう
な判定の背景には実験誤差が介在している可能性も
あるが，これらの品種では，栽培条件とCd吸収の関
係をさらに検討する必要がある．
d)データ源が一点だけで｢ゆらぎ｣が示されない品
種がかなりの数に上る．各品種のより精度の高いCd
指数を算出するために，さらにデータを収集する必
要がある．また，各品種の遺伝的な来歴を踏まえて
データを解析することも，今後は必要であろう．

Ｖ 摘 要

３種類の汚染土壌を充填した枠圃場で，延べ39品
種のホウレンソウ類を秋と春に栽培して，各品種の
可食部におけるCd濃度の差が，生育条件により変動
するかを検討した
１)最も濃度が低いフダンソウは，濃度が高いホウ

レンソウ品種に対して平均で30％程度のCd濃度を示
した．ホウレンソウ品種間の比較では，最も低い品
種のCd濃度平均値は，濃度が高いホウレンソウ品種
の平均値の50％程度であった．しかし，品種ごとの
Cd濃度順位は，栽培条件による変動もあり，個別の
試験で得られるCd濃度順位は必ずしも一定しない．
２)既往の実験データを含む，延べ115品種，総計

684点のホウレンソウ類のCd濃度品種間差データを
｢Cd指標｣および｢ゆらぎ｣としてとりまとめた.Cd濃
度が高まりやすい品種はモナリザ，アスパイアー，
サンパワー，パシオン，ハンブルグ，サンピアテ
ン，イーハトーブ，サマーステージ，タイタン，東
海，など,Cd濃度が高まりにくい品種はシュマイ

ザー，ブレード，次郎丸，コンバット，アトラス，
やまと，とフダンソウで，下位品種の｢Cd指数｣平均
値は，上位10品種の0.52倍であったが，これらの結
果は今後のデータの蓄横や解析手法の改良によって
変化する可能性がある．
３)｢Cd指数｣と比較して｢ゆらぎ｣が大きい品種

は，栽培条件によってCd吸収が変化する可能性があ
る．また，データ源が一点だけの品種が多数あるこ
とや品種の入れ替わりが早いことから，今後もデー
タを蓄積．改訂する必要がある．
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